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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

 本研究では小胞体ストレス応答におけるIRE1経路で見いだされた、スプライソソーム非依存型スプライ

シング機構の構造的基盤の解明を目指している。具体的には酵母Ire1pのRNaseドメイン、基質mRNA、およ

びこれらの複合体の構造解析を行い、配列特異的なmRNA切断機構を明らかにすること、またRNaseドメイ

ンを含むC末端ドメイン全長の立体構造情報にもとづき、RNaseドメインを含むC末端ドメイン全長が持つ

mRNA切断活性の調節機構を解明することを目指している。 

 酵母Ire1p RNaseドメインの構造解析：平成20年度に引続きNMRおよびCDなどからRNaseドメインの構造

情報を得た。また、NMR測定のための13C 15N安定同位体標識を行い、NMR信号の帰属のための各種測定と

立体構造決定のためのNOESYの測定を行い、信号帰属と構造解析を進めた。ピークの重なりやマイナーピ

ークの存在によって帰属は困難を極めたが、選択標識により主鎖帰属を完了することが出来た。 

 HAC1 mRNA切断部位を含むステムループRNAの構造解析：Ire1pが認識するRNA配列に配列特異的な立体構

造があるかどうかを明らかにするために、平成20年度に引続きHAC1 mRNAの２つのステムループのNMR構造

解析に取り組んだ。化学合成法と酵素法を用いて13C 15N安定同位体標識を行い、NMR信号の帰属のための

各種測定と立体構造決定のためのNOESYの測定を行った。また化学合成法において新規安定同位体標識技

術を開発した。 

 変異体を用いたmRNA認識機構の解明：HAC1 mRNAを用いてNMR滴定実験を行い、HAC1 mRNAの認識に関与

するRNaseドメインのアミノ酸残基を同定した。 
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 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 
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